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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第７部門第１区分
【発行日】平成22年11月4日(2010.11.4)

【公開番号】特開2010-135308(P2010-135308A)
【公開日】平成22年6月17日(2010.6.17)
【年通号数】公開・登録公報2010-024
【出願番号】特願2009-240893(P2009-240893)
【国際特許分類】
   Ｆ２１Ｓ   2/00     (2006.01)
   Ｆ２１Ｙ 101/02     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｆ２１Ｓ   2/00    ２１１　
   Ｆ２１Ｙ 101:02    　　　　

【手続補正書】
【提出日】平成22年9月21日(2010.9.21)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　各々が発光ダイオードを有する複数のＬＥＤモジュールと、
　上記複数のＬＥＤモジュールを搭載する支持部と、
　上記支持部に形成され、上記複数のＬＥＤモジュールと導通する配線パターンと、
　頂面および側面を有する円錐台状の部分を具備し、金属からなる土台部と、
　上記土台部に対して上記頂面の法線方向とは反対側に取り付けられた、金属からなる基
体と、
　上記基体に収容されており、外部から供給された電力を上記複数のＬＥＤモジュールに
供給する電源部と、
　上記複数のＬＥＤモジュールを収容するとともに、上記複数のＬＥＤモジュールからの
光を拡散しつつ透過するグローブと、
　上記基体に対して上記土台とは反対側に取り付けられており、上記電源部に導通する口
金と、を備えており、
　上記支持部は、フレキシブル配線基板であり、かつ、円形の中央搭載面、およびこの中
央搭載面につながる円弧帯状の側方搭載面を有しているとともに、上記土台部に対して上
記中央搭載面が上記頂面を覆い、かつ上記側方搭載面が上記側面を覆うように取り付けら
れていることを特徴とする、ＬＥＤランプ。
【請求項２】
　上記複数のＬＥＤモジュールは、上記配線パターンによって、それぞれが互いに並列に
接続された２つの上記ＬＥＤモジュールからなる複数のＬＥＤモジュールの組が、互いに
直列に接続されている、請求項１に記載のＬＥＤランプ。
【請求項３】
　上記複数のＬＥＤモジュールのうち、上記側方搭載面に搭載されたものは、上記側方搭
載面の長手方向に沿って２列に配置されており、
　上記各ＬＥＤモジュールの組に含まれる上記ＬＥＤモジュールどうしは、上記長手方向
に隣接している、請求項２に記載のＬＥＤランプ。
【請求項４】
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　上記複数のＬＥＤモジュールのうち、上記側方搭載面に搭載されたものは、上記側方搭
載面の幅方向にアノード端子およびカソード端子が離間するように配置されており、かつ
、
　上記各ＬＥＤモジュールの組に含まれる上記ＬＥＤモジュールどうしは、上記アノード
端子および上記カソード端子の向きが同一であり、
　上記長手方向において隣り合う上記ＬＥＤモジュールの組は、それぞれに含まれる上記
ＬＥＤモジュールの上記アノード端子および上記カソード端子の向きが反対である、請求
項３に記載のＬＥＤランプ。
【請求項５】
　上記配線パターンは、上記側方搭載面に形成され、かつ上記複数のＬＥＤモジュールよ
りも上記中央搭載面に対して離間した位置にある太幅部を有する、請求項３または４に記
載のＬＥＤランプ。
【請求項６】
　上記複数のＬＥＤモジュールのうち、上記中央搭載面に搭載されたものは、上記中央搭
載面の外縁に沿って円環状に配置されたものと、この円環状に配置されたものに囲まれて
いるものと、を含む、請求項２ないし５のいずれかに記載のＬＥＤランプ。
【請求項７】
　上記土台部には、上記頂面と上記側面との間に介在する円環状の凹部が形成されている
、請求項１ないし６のいずれかに記載のＬＥＤランプ。
【請求項８】
　上記土台部には、孔が設けられており、
　上記孔に挿通されており、上記配線パターンのうち上記側方搭載面に形成された部分と
上記電源部とを繋ぐ配線を備える、請求項１ないし７のいずれかに記載のＬＥＤランプ。
【請求項９】
　上記孔は、上記側面に形成されている、請求項８に記載のＬＥＤランプ。
【請求項１０】
　上記土台部は、上記側面につながる円柱部を有しており、
　上記孔は、上記円柱部に形成されている、請求項８に記載のＬＥＤランプ。
【請求項１１】
　上記グローブは、上記側方搭載面を囲む円筒部と、上記中央搭載面に正対するドーム部
と、を有する、請求項１ないし１０のいずれかに記載のＬＥＤランプ。
【請求項１２】
　上記円筒部は、上記頂面の法線方向に向かうほどその直径が小となっている、請求項１
１に記載のＬＥＤランプ。
【請求項１３】
　上記グローブの外面および内面の少なくともいずれかには、シボ加工が施されている、
請求項１１または１２に記載のＬＥＤランプ。
【請求項１４】
　上記グローブの開口端は、上記基体の内側にはめ込まれており、かつ、
　上記グローブの外面と上記基体の外面とは面一とされている、請求項１１ないし１３の
いずれかに記載のＬＥＤランプ。
【請求項１５】
　上記基体の外面には、シボ加工が施されている、請求項１ないし１４のいずれかに記載
のＬＥＤランプ。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００６】
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　本発明によって提供されるＬＥＤランプは、各々が発光ダイオードを有する複数のＬＥ
Ｄモジュールと、上記複数のＬＥＤモジュールを搭載する支持部と、上記支持部に形成さ
れ、上記複数のＬＥＤモジュールと導通する配線パターンと、頂面および側面を有する円
錐台状の部分を具備し、金属からなる土台部と、上記土台部に対して上記頂面の法線方向
とは反対側に取り付けられた、金属からなる基体と、上記基体に収容されており、外部か
ら供給された電力を上記複数のＬＥＤモジュールに供給する電源部と、上記複数のＬＥＤ
モジュールを収容するとともに、上記複数のＬＥＤモジュールからの光を拡散しつつ透過
するグローブと、上記基体に対して上記土台とは反対側に取り付けられており、上記電源
部に導通する口金と、を備えており、上記支持部は、フレキシブル配線基板であり、かつ
、円形の中央搭載面、およびこの中央搭載面につながる円弧帯状の側方搭載面を有してい
るとともに、上記土台部に対して上記中央搭載面が上記頂面を覆い、かつ上記側方搭載面
が上記側面を覆うように取り付けられていることを特徴とする。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００７】
　このような構成によれば、上記中央搭載面および上記側方搭載面に搭載された上記複数
のＬＥＤモジュールは、異なる方向に向けて光を出射可能となっている。このため、上記
ＬＥＤランプは、より広い範囲を照らすことが可能となっている。
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００８】
　本発明の好ましい実施の形態においては、上記複数のＬＥＤモジュールは、上記配線パ
ターンによって、それぞれが互いに並列に接続された２つの上記ＬＥＤモジュールからな
る複数のＬＥＤモジュールの組が、互いに直列に接続されている。
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００９】
　好ましくは、上記複数のＬＥＤモジュールのうち、上記側方搭載面に搭載されたものは
、上記側方搭載面の長手方向に沿って２列に配置されており、上記各ＬＥＤモジュールの
組に含まれる上記ＬＥＤモジュールどうしは、上記長手方向に隣接している。
【手続補正６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１０】
　より好ましくは、上記複数のＬＥＤモジュールのうち、上記側方搭載面に搭載されたも
のは、上記側方搭載面の幅方向にアノード端子およびカソード端子が離間するように配置
されており、かつ、上記各ＬＥＤモジュールの組に含まれる上記ＬＥＤモジュールどうし
は、上記アノード端子および上記カソード端子の向きが同一であり、上記長手方向におい
て隣り合う上記ＬＥＤモジュールの組は、それぞれに含まれる上記ＬＥＤモジュールの上
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記アノード端子および上記カソード端子の向きが反対である。
【手続補正７】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１１】
　より好ましくは、上記配線パターンは、上記側方搭載面に形成され、かつ上記複数のＬ
ＥＤモジュールよりも上記中央搭載面に対して離間した位置にある太幅部を有する。
【手続補正８】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１２】
　より好ましくは、上記複数のＬＥＤモジュールのうち、上記中央搭載面に搭載されたも
のは、上記中央搭載面の外縁に沿って円環状に配置されたものと、この円環状に配置され
たものに囲まれているものと、を含む。
【手続補正９】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１３】
　本発明の好ましい実施の形態においては、上記土台部には、上記頂面と上記側面との間
に介在する円環状の凹部が形成されている。
【手続補正１０】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１４】
　本発明の別の好ましい実施の形態においては、上記土台部には、孔が設けられており、
上記孔に挿通されており、上記配線パターンのうち上記側方搭載面に形成された部分と上
記電源部とを繋ぐ配線を備える。
【手続補正１１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１５】
　本発明の別のより好ましい実施の形態においては、上記孔は、上記側面に形成されてい
る。
【手続補正１２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１６】
　本発明のさらに別の好ましい実施の形態においては、上記土台部は、上記側面につなが
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る円柱部を有しており、上記孔は、上記円柱部に形成されている。
【手続補正１３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１７】
　好ましくは、上記グローブは、上記側方搭載面を囲む円筒部と、上記中央搭載面に正対
するドーム部と、を有する。
【手続補正１４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１８】
　好ましくは、上記円筒部は、上記頂面の法線方向に向かうほどその直径が小となってい
る。
【手続補正１５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１９】
　より好ましくは、上記グローブの外面および内面の少なくともいずれかには、シボ加工
が施されている。
【手続補正１６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２０】
　より好ましくは、上記グローブの開口端は、上記基体の内側にはめ込まれており、かつ
、上記グローブの外面と上記基体の外面とは面一とされている。
【手続補正１７】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２１】
　より好ましくは、上記基体の外面には、シボ加工が施されている。
【手続補正１８】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２２
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正１９】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２３
【補正方法】削除
【補正の内容】
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【手続補正２０】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２４
【補正方法】削除
【補正の内容】
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